
山陰労災病院（2012年、2013年との比較） 

 ここに記載しています情報は、2012年1月1日から8月31日まで

の当院で診察した初発のがん（その部位に初めて出来たがんの

こと）の統計分析結果と翌年2013年の同じ期間での統計分析結

果を比べて掲載しています。この間に入院された患者さんを対象

として分析を行い、1．がんの部位別、2．がん罹患者の男女別、

3．年代別、4．がんに対する初回の治療内容別、5．罹患患者住

所別を記載しております。 

 

１．部位別 

２．男女別 

３．年齢別 

４．初回治療内容別 

５．罹患患者住所別 

次回は、泌尿器科の特集です。 
お楽しみに…。 



がん部位 2012 2013
胃 51 55
大腸 43 55
前立腺 29 43
肝臓 17 19
肺 13 25
膵臓 12 5
膀胱 10 18
食道 8 7
腎盂・尿管 6 6
胆管 5 3
腎 5 2
胆のう 3 1
乳房 2 3
悪性リンパ節 2 1
骨髄 1 3
腹膜 1 0
ファーター乳頭 0 3
喉頭 0 1
胸腺 0 1
胸膜 0 1
軟部組織 0 1
精巣 0 1
合計 208 254
※（2012.1.1～8.31、2013.1.1～8.31）

◆部位別◆ 
1．がんの部位別分析です。 
 どちらの年も、大腸がん、胃がんが最も多く、前立腺がん、肝胆膵系の

がん、気管支および肺がんなどの順となっています。前立腺がん、肺が

ん、膀胱がんは、前年より倍近く増えていますが、膵臓がんは件数が減っ

ています。総数では今年は１２２％増加しています。 
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性別 2012 2013
男 151 181
女 57 73
合計 208 254
※（2012.1.1～8.31、2013.1.1～8.31）

2012
部位 男 女
胃 37 14
大腸 26 17
肝臓 14 3
肺 9 4
乳房 0 2
※（2012.1.1～8.31）

2013
部位 男 女
胃 38 17
大腸 28 27
肝臓 16 3
肺 18 7
乳房 0 3
※（2013.1.1～8.31）

◆男女別◆ 
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◆主要5部位（胃・大腸・肝・肺・乳房）男女別◆ 
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２．男女別分析です。 
 男女比では、がん患者さんの約7割を男性が占めています。そして、ど

ちらの年も胃癌、肝癌、肺癌は男性の割合が女性の2倍以上となってお

りますが、大腸癌は女性が男性とほぼ同数にまで増加しています。 



年代別 2012 2013
30～39歳 0 2
40～49歳 6 6
50～59歳 13 16
60～69歳 60 57
70～79歳 63 92
80～89歳 60 66
90～99歳 6 15
合計 208 254
※（2012.1.1～8.31、2013.1.1～8.31）

３.年齢別分析です。 
 年齢別では、７０歳代で最も多く、次いで８０歳代、６０歳代となっていま

す。年齢別分析の結果から判断できることは、定期の健康診断を４０歳か

ら受け始めると、効率よく、がんの早期発見に結びつくものと考えます。 

 

◆年齢別◆ 
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初回治療 2012 2013
外科的治療 70 90
化学療法 51 57
内視鏡的治療 22 33
体腔鏡的治療(腹腔鏡、胸腔鏡） 23 20
ホルモン治療 15 29
肝動脈（化学）塞栓療法 7 9
ラジオ波焼灼療法 5 6
ＢＣＧ膀胱内注入療法 1 2
その他 14 8
合計 208 254

※（2012.1.1～8.31、2013.1.1～8.31）
(※初回治療重複含む）

４．初回治療内容別分析です。 
 どちらの年も、開腹、開胸などによる外科治療が最も多く、次いで抗癌

剤を使用する化学療法となっています。２０１３年度は膀胱癌や前立腺

癌が増えているため、ホルモン治療の件数が多くなっています。 

◆初回治療内容別◆ 
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住所 2012 2013
米子市 114 145
大山町 26 22
境港市 25 21
伯耆町 11 13
安来市 11 16
南部町 7 14
日南町 4 7
日吉津村 2 6
鳥取市 2 1
日野町 2 2
松江市 2 0
東伯郡 1 2
埼玉県 1 0
江府町 0 3
倉吉市 0 2
合計 208 254
※（2012.1.1～8.31、2013.1.1～8.31）

◆住所別◆ 
５．住所別罹患患者数の分析です。 
 どちらの年も、地理的な影響から米子市が最も多く、次いで大山町、境

港市、伯耆町、安来市の順となっております。また遠くからは鳥取市、松

江市からも受診しておられます。 
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